地域見守りカメラ申請前チェックリスト

申請される前に、以下のチェックリストを確認し、全ての項目にチェックができた場合に申請関係書類とともに提出してください。
申請された自治会の中から、防犯カメラの必要性、自主防犯活動の活動状況等から総合的に判断して、支援団体を決定します。　

□　過去に地域安全カメラ・地域見守りカメラを設置したことがない。
　　※過去に申請、設置したことがある場合は、再度の申請はできません。
　　　防犯カメラの増設が必要な場合は、市町に相談し、防犯カメラの設置にかかる助成金事業の利活用をご検討ください。

□　申請団体において、真に防犯カメラを必要としている。
　　防犯カメラを真に必要とする団体に設置していただきたく、別記様式第１号の２の防犯カメラを必要とする理由について、防犯カメラの設置場所の周辺環境、地域の特性、地域内における犯罪の発生状況や事例等を踏まえて具体的に記載してください。
（注：理由は防犯上の理由について記載することとし、交通事故・違反に関する理由は除きます。）
　記載例：
　　・令和〇年に盗難事件が〇件発生し、地元の警察からも防犯カメラの設置を勧められ　ているため
　　・近年、〇〇に観光客が増え、地元の人以外の人の往来や、夜間にたむろする者が増えたことから住民不安が高まっており、防犯力を上げたいため
　　・令和〇年に、24時間営業の●●がオープンしたことにより、窃盗事件の増加を懸念することから、防犯対策として設置したい

□　申請団体において、以下の自主防犯活動を３項目以上実施している。
　　現在実施中の自主防犯活動にチェックを入れ、その頻度を記載してください。
· 通学路の登下校時の見守り活動を実施（年・月　　回）
· 青色防犯パトロールを実施（年・月　　　回）
· 巡視（見回り）を実施（空き家、工事現場、消火栓等）（年・月　　　回）
· 夜回りを実施（年・月　　　回、　　曜日、午後　　時以降、　　人一組）
· 防犯部会（防犯担当者会議）を開催（年・月　　　回）
· 防犯講習を実施（年・月　　　回）
· 年末、夜警を実施（年・月　　　回）
· 自治体の防犯メールの登録を推奨
· 滋賀県警察公式防犯アプリ「ぽけっとポリス　しが」を登録して、犯罪の発生状況や防犯情報に関心を持って、個人の防犯意識を高めている
· その他




　　今後、新たに実施予定の自主防犯活動があれば記載してください。
　　
　　
　　
□　防犯カメラ設置可能な場所が確保できている。
　　（関西電力やNTT電柱はこの事業では設置することは不可としています）
□　設置決定後、責任を持って当該カメラの維持が管理できる。
　　（電気代、メンテナンス・修繕費用、故障時の撤去費用等）
